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大
会
あ

い
さ

つ
で
宮

日
代
表

は
３

つ
の
課
題
を
提
起
し
た
。

①
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
に
突

き
進
む
安
倍
政
権
に

「
９
条
改

憲

ノ
ー
」

を
、

②
党
員

・
支
持

者

の
高
齢
化
な
ど
課
題
を
抱
え

る
中

で
、

頑
張
っ
て
い
る
党
員

の
活
動
を
共
有
、

組
織
活
動

の

強
化
と
見
え
る
化
、

③
国
政
政

党
と
し
て
崖

っ
ぶ
ち

の
戦

い
と

な
る
自
治
体
選
挙

・
参
院
選
挙

を
戦
う
方
針

の
確
立

で
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

続

い
て
、

武
本
幹
事
長

の
党

務
報
告
、

財
務
報
告
な
ど

に

つ
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い
て
討
論
、

こ
こ
で
は
２

つ
の
発
言
を
報
告
す
る
。

「
福
島
原
発
被
曝

の
希
望

牧
場
」

支
援
交
流
に
参
加

し
た
Ｋ
さ
ん
は

「
事
故
か

ら
７
年
、

残
さ
れ
た
家
畜

な
ど
を
人
間

の
都
合

で
処

分
で
き
な

い
と
、

４
０
０

頭

の
牛
を
世
話
し
て
い
る
。

地

域
全
体
が
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ

ン
だ
。

自
の

の
目
で
見
て
深
刻
さ
、

恐

ろ
し
さ
を
感

じ
た
。

新
間
に
載

ら
な
い
本
当

の
姿
を
伝
え
る
必

要
が
あ
る
」

と
強
調
。

ま
た
沖
縄

へ
家
族
旅
行

の
時
、

辺
野
古
座
り
込
み
で
交
流
し
た

Ｍ
さ
ん
は

「
気
負

い
な
く
、

み

ん
な
明
る
か
っ
た
。

埋
め
立

て

土
砂
を
中

四
国
か
ら

の
搬
出
に

反
対

の
運
動
を
提
起
さ
れ
た
。

孫
子
の
世
代

の
社
会
に
希
望

の

社
会
を
残
そ
う
と
、

逆
に
激
励

さ
れ
た
。

玉
城
新
知
事

の
当
選

速
報
に

は
家

で

バ
ン
ザ

イ
し
た

自
分
が

い
た
」

と
報
告
。

答
弁

の
宮

日
代
表
は

「
平
利
運
動
は

社
民
党

の

一
丁
目

一
番
地
だ
。

福
島
に
は
私
も
行
っ
た
。

日
本

原
で
は
米
海
兵
隊

の
単
独
訓
練

が

行
わ
れ
、

沖
縄

の
問
題
は
私

た
ち

の
問
題
。

岡
山
で
も
無
関

心
で
は
い
ら
れ
な

い
」

と
、

原

発
ゼ

ロ
や
反
基
地

の
運
動
に
決

圭息
十を
義
口
っ
″
。ヽ

＊

＊

＊

＊

＊

大
会
は
、

「
改
憲
阻
止

・
自

治
体
選
挙

・
参
院
選
勝
利

へ
」

の
具
体
的
力
針
を
確
認
、

宮

日

代
表
以
下
、

役
員
を
再
任

し
、

「
春

の
統

一
自
治
外
選
挙
、

夏

の
参
院
選
挙

の
態
勢
を
早
急
に

す
す
め
、

市

民

・
野
党
共
闘

の

前
進
、

社
民
党
勝
利
に
全
力
を

上
げ

よ
う
」

の
大
会
宣
言
を
採

択
し
、

宮

日
代
表

の
団
結
ガ

ン

バ

ロ
ー

で
大
会
を
終
了
し
た
。

‐０
月

‐１
日
、

雨

の
中
、

ア
メ
リ
カ

の
核
実
験
に
抗

議

し
て
岡
山
市

西
川
緑
道

公
園

・
平
和
像
前

で
緊
急

の
座
込
み
を
行
な
っ
た
。

２
５
６
回
目
と

い
う
。

核

兵
器
禁
止
条
約
が
国
連

で

玉
ヽ

の
採
択
と
逆
行
す
る
も

の
で
、

「
使
え
る
核
」

を
す
す
め
る
卜

ラ
ン
プ
政
権
に
抗
議
文
を
送
っ

党県連含活動日誌
10/5  党 中国ブロック幹事会 (岡山)
10/11 米 核実験抗議の座込み
10/13 お かやまいつぽんイベント
10/17～ 18 党 中国フロック交流会 (3名)
10/18 部 落解放共闘幹事会 (耐本)
10/19 総 がかり行動
10/20 党 常任幹事会
10/24 党 定例街宣 マ ツキヨ
10/25 社 民党全国幹事長会議 (耐本)
10/26 岡 山平和祭実行委員会
10/27 社 民党岡山県連合14固 定期大会
10/28 自 治労全国一般岡山大会 (野崎)

菱ン:言
・
8宮富:・冒

・
骨骨
・
景景寝む斉ト

に に と い つ な た も う 魚 は と 夜 と う の が 書
は な か つ た

Lと ¬ に 河
｀
は 長 で ¬ は 間 の

奥 つ ら し
°
を か さ ¬ 岸 ま い に も ゆ しヽ か 秋

深 た ¬ か 語 ヨ|▼ か 魚
Lだ

か は い と つ れ
L

い と さ 酒 源 く 甲 な
Lを

ま に ¬ う り ご な と
日 か か に は と 広

Lは
う だ も 酒 の

Lろ
く い

本 ▼ な ¬ ¬ ¬ 辞 と ¬ お 続 強 の か は か な う
語 さ

L魚
酒 者 苑 は う が い ヨ1蕎 ▼ 生

°つ 言
のてとLの ・ 読ごしてα

L本 産文た菜

た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、

毎
月
‐９

日
の
総
が
か

り
行
動
で
は
社
民
党
式
本
幹
事

長
が
訴
え
、

同
じ
く
２４

日
、

党

県
連
合
も
定
例

の
街
宣
を
行
い
、

宮

日

・
野
崎

・
試
本

の
三
役
が

マ
イ
ク
を
持
ち
、

秋

の
臨
時
国

会

で
の

「
９
条
改
憲
」

の
動
き

を
厳

し
く
批
判
し
た
。

当

日
は

街
宣
車
を
更
新
中
で
ハ
ン
ド
ス

ピ
ー

カ
ー

使
用
だ
っ
た
が
、

新

報
岡
山
版
を
受
取
り
に
寄
る
人

も
い
て
元
気
に
終
わ
っ
た
。

解
釈
に
首
を
傾
げ

る

こ
と
が
多

い
。

「
積
極
的
」

の
言
葉
に
異
論
は
な

い
が
、

昨
今

の

「
積
極
的
平
和
主

義
」

や

「
自
衛
隊
員
が
胸
を
張
っ

て
新
し
い
任
務
に
励
む
」

こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

「
憲
法
に
明
記
」

す
る
と
い
う
言
葉
に
は
日
本
語

の

解
釈
を
越
え
る
強
引
さ
が
あ
り
は

し
な

い
か
。

短

い
日
本
語

の
な
せ

る
技
か

▼
秋

の
夜
長
、

酒

の

「
魚
」

に
新
聞
や
本
に
じ
っ
く
り
目
を
通

す

の
は
い
か
が
か
。

そ
う
だ
、

３

日
は
憲
法
公
布
記
念

日
、

「
憲
法
」

を
読
ん
で
み
よ
う
か
。

　

（
の
）

例
学
習

・
読
者
会

報
」

読
者
会

町

「
時
事
問
題
懇
話
会
」

”
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岡山市民会館           ‖ 社民党定例街宣 マ ツキヨ前
金岡」山歌all団公演        |111/2簿  18:00～
11/8 18:

チケットは県連合まで

11/3 13:30～
11,3憲 法公布記念のつどい
市勤労者福祉センター5F
資料代800円

主催 :戦争をさせない1000人 委

ストップ戦争法総がかり行動
(岡山駅東マッキヨ前)
11/3 1230～ 13X詢
11/19 18:00～ 19:00

「
月
３。
日

（
月
末
金
）
１
８
温

獅
き
た
い

。
話
し
た
い
人
歓
迎


